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 今日は、機関リポジトリ推進委員会の研究データタ

スクフォースが開発した、RDM（Research Data Man-

agement）トレーニングツールについて紹介させてい

ただきます。 

 

機関リポジトリ推進委員会の取り組み 

 国立情報学研究所（NII）と大学図書館の連携・協

力の枠組みの中に、機関リポジトリ推進委員会という

委員会が置かれており、そこで機関リポジトリ、オー

プンアクセス、オープンサイエンスに関するさまざま

な活動をしています（図 1）。 

 機関リポジトリ推進委員会には、基幹的な業務のサ

ポートをするための三つの常置の作業部会があります

（図 2）。その他、先端的なプロジェクトに取り組む

ためのアドホックなタスクフォースが六つ設置されて

おり、われわれはその中で研究データタスクフォース

として活動しています。これから紹介する RDM トレ

ーニングツールの開発や、ケーススタディを通じて研

究データ管理のノウハウを蓄積していくような活動を

しています。 

 

 
  
 

第 3 回 SPARC Japan セミナー2016 
 
「科学的知識創成の新たな標準基盤へ向けて : オープンサイエンス再考」 

 

 

 

RDM トレーニングツールの紹介 
 

 
尾城 孝一 

（東京大学附属図書館） 

 
講演要旨 

世界各国で公的研究資金による研究成果について、論文だけではなくエビデンスとなる研究データの保存や共有を求めるポリ

シーを制定する例が相次いでいる。適切に研究データを管理するには、研究者自身に加えて研究支援者が研究データ管理に係

る知識やスキルを習得する必要がある。本発表では、機関リポジトリ推進委員会の研究データタスクフォースで開発を進めて

いる、研究データ管理に関する研究支援者向け学習教材について紹介する。 
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われわれは何者か？
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オープンアクセス方針の策定と展開
将来の機関リポジトリ基盤の高度化
コンテンツの充実と活用
研修・人材養成
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 図 3 がそのタスクフォースのメンバーです。私の他

に、NII の山地先生、大学や研究所の図書館員の皆さ

ん、URA の皆さんにも入ってもらい、一緒に活動し

ています。数は少ないのですが、これは今考えられる

最強の精鋭部隊だと自負しています。 

 さて、オープンサイエンスなのですが（図 4）、研

究データに対して研究者の皆さんはどういう意識を持

っているのでしょうか。DataONE というプロジェク

トに関連する調査があり、図 5 はその最初の方の調査

結果なのですが、1,329 名の研究者のうち、78％が、

少なくともデータの一部はアクセス制限のないデータ

リポジトリに登録したいと考えている、しかし、自分

自身のデータに他の研究者が容易にアクセスできてい

ると回答した回答者は 36.2％にとどまっています。デ

ータを電子的に利用できるようにできない理由として

は、やはり時間がない、お金がない、データの登録先

がないといったことが挙げられています。 

 この調査から、データを公開したい、あるいは研究

資金配分機関等のポリシーによって公開しなければな

らない、けれども実現できないでいる研究者が結構た

くさんいるということがうかがえるかと思います。 

 こういう研究者を支援し、オープンサイエンスを進

めていくためには三つの基盤が必要だと考えています。

一つ目は研究データ基盤（共通システム）、二つ目は

研究者を支援する人の基盤（支援スタッフの確保・育

成）、三つ目は組織の基盤（コミュニティ）です。今

日はこのうち二つ目の支援スタッフの確保・育成につ

ながるトレーニングツールの紹介をします。 

 

RDM トレーニングツールとは 

 文部科学省が 2016 年 2 月に公開した審議のまとめ

の中でも、研究データのオープン化に関して、大学等

（図 3） 
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研究者の意識は？
• 78％の回答者が、少なくともデータの一部はアクセス制限
のないデータリポジトリに登録したいと考えている。

• しかし、自身のデータに他の研究者が容易にアクセスでき
るとした回答者は36.2%に留まっている。

• データを電子的に利用できるようにできない理由は、
• 時間がない（53.6%）
• お金がない（39.6%）
• データの登録先がない（23.5%）
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に期待されている役割が幾つか挙げられているのです

が、その一つとして、技術職員、URA 及び大学図書

館職員等を中心としたデータ管理体制を構築し、研究

者への支援に資するということが書かれています（図

6）。 

 しかし、研究データ管理の支援をやれと言われても、

一体何をやっていいのかよく分かりません。これは海

外でも事情はどうも同じようで、どういうことをやれ

ばいいのか、それが学べるオンラインのツールがたく

さんできています（図 7）。その日本版の教材をつく

ろうというのが、われわれが RDM トレーニングツー

ルの開発に取り掛かったきっかけです。 

 ツールの目的は、学習者が RDM に関する基礎的な

知識を得ること、研究者支援サービスの足掛かりを得

ることです。 

 教材の形式は、e ラーニング教材にして、MOOC で

提供できるようにします（図 8）。講義、確認テスト、

ワークなども適宜挟みこんでいきます。受講者は最初

は図書館員を想定していたのですが、せっかくならも

っと幅広く、IT 部門の人や、URA といった研究支援

部門の人たち、それからオープンサイエンスや研究デ

ータに関心を持っている人たちに使ってもらえるよう

なツールにできればということで、教材の開発に取り

掛かって、約 1 年かかってほぼ完成に近づきつつあり

ます。 

 全体の教材の構成は図 9 のようになっており、7 章

から成っています。データの生成、加工、分析、保存、

公開、再利用と、データのライフサイクル全般につい

てひととおり学べるようになっています。 

 北本先生から、2017 年のスキルと 2027 年のスキル

というお話がありましたが、取りあえずこのツールは

2017 年のスキルについて学べるようになっています。

（図 7） 
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教材の概要
• eラーニング教材（MOOCにて提供予定）
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務に携わる方等）

• オープンサイエンスや研究データ管理に関
心のある方
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若い人にとっては、これは人生戦略上の損失につなが

ってしまうようなツールかもしれないのですが、まず

は基礎的なところから学んでいくのも大事ではないか

ということです。 

 図 10・図 11 に、各章のシラバスを簡単に書いてあ

ります。導入、データ管理計画、保存と共有、組織

化・メタデータ、法倫理的問題、ポリシー、サポート

サービスの検討、このような内容になっています。 

 例えば第 1 章では、研究データ管理とは何かという

説明があり、それに関するワークなども挟みこまれて

います（図 12・図 13）。 

 また、JST の小賀坂さんからデータ管理計画（DMP）

のお話がありましたが、DMP のつくり方なども学べ

るようになっています（図 14・図 15）。 

 

 

今後の展開 

 この教材は、まず 3 月末までに完成させて、MOOC

化も併せて完了させて公開したいと考えています（図

16）。その後、4 月から、JPCOAR（オープンアクセス

リポジトリ推進協会）というコミュニティが本格的に

活動を始めます。今の機関リポジトリ推進委員会の活

動も、この協会の活動に引き継がれていきます。われ

われ研究データタスクフォースもこの新しい協会の中

で、教材をより広く活用してもらって、学んだ人から

フィードバックを得て改定して、より良いサービスに

していきたいと考えています。 

 2027 年のスキルについて一緒に考えて、こういう

活動を共にやっていきたいという方がいらっしゃいま

したら、ぜひ声を掛けていただければと思います。 
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